
 

 

みなさん、いよいよ待ちに待った運動会スローガンは『＃ 六中の歓喜』

です。スローガンの由来は、1993 年に行われた、サッカーW カップアジ

ア予選で日本が負けてしまい、「ドーハの悲劇」と呼ばれましたが、去年の

サッカーワールドカップで、ドイツやスペインに勝ち、「＃ ドーハの歓喜」

と呼ばれたことにあやかり、名付けました。 

ドーハの歓喜のように、不可能と言われようが、自分を自分が一番信じて、

ひとりひとりが主役となり、今だからできる青春と感動を実感できる最高の

運動会にしましょう！ 

実行委員長 三本 蒼大 

 

                      

 

           

              

                                

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 

    
 

第７7回 運動会 

 
            

     # 六中の歓喜 
 

 

 

とき   ５月２7日（土）午前８時５０分 

       ［予備日 ５月 28日（日）］ 

 

ところ  大田区立大森第六中学校 校庭 

 
     

 

  新緑が輝いている季節です。その生命力に負けないよう、大森第六中学校の 

 生徒たちは張り切っています。 

  東京オリンピック・パラリンピックまであと２年、若人の技と力が、輝か 

 しい未来を作っていく、そんな期待が膨らむ運動会になればと願っ 

 

 

 ようやく、全学年の保護者の皆様、ご来賓の皆様をお招きして運動会を開催

することができました。活動する生徒の大きな励みになることと思います。 

 生徒の皆さんは、一人一人がこの運動会の主役です。競技するときも、係活

動するときも、最後まで真剣に臨みましょう。その躍動する姿で、見る人に感

動を与えてください。 

そして、運動会が終わった時に、全員が達成感や充実感を味わい、中学校生

活の大きな思い出となることを期待しています。 

大田区立大森第六中学校長 菅野 哲郎 
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第７7回運動会プログラム 
 

 

   「開会式」（８：５０） 

 

1. 開会宣言       

2. 学校長挨拶      

3. 実行委員長の言葉  

4. 六中体操 

 

 

 

 

＜演  技＞ 

 

      午前の部（９：１０） 

 

1.  50ｍ走・・・・・・・・・１年（女子・男子） 

   2.  50ｍ走・・・・・・・・・２年（女子・男子） 

   3.  50ｍ走・・・・・・・・・３年（女子・男子） 

4. 100ｍ走・・・・・・・・・１年（女子・男子） 

   5. 100ｍ走・・・・・・・・・２年（女子・男子） 

   6. 100ｍ走・・・・・・・・・３年（女子・男子） 

7. 障害物走 ・・・・・・・・  １年（女子・男子） 

8. 障害物走 ・・・・・・・・  ２年（女子・男子） 

9. 障害物走 ・・・・・・・・  ３年（女子・男子） 

10.全員学級対抗リレー・・・ １年全員 

11.全員学級対抗リレー・・・ ２年全員 

12.全員学級対抗リレー・・・ ３年全員 

 

    

 

 

 

 

午後の部（13：0０） 

1３.集まれ！ボランティアスピリッツ（小学生） 

1４.学校種目「縄は友達」・・・・・・・・ 全校生徒 

1５.選抜学級対抗リレー・・・・・・１年（女子・男子） 

1６.選抜学級対抗リレー・・・・・・２年（女子・男子） 

1７.選抜学級対抗リレー・・・・・・３年（女子・男子）   

 

 

 「閉会式」         

 

1. 整理体操             

2. 縄は友達-結果発表     

3. 成績発表        

4. 優勝杯授与     

5. 生徒会長の言葉    

6. 学校長講評 

7. 閉会宣言 

  

  

 

 

 

 


